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　近年，工場や風力発電設備からの騒音問題として時折
取り上げられる低周波音とは，周波数が20Hz以下の超
低周波音を含む1～100Hz程度の低い圧力変動（低周波
空気振動）を指している。一般に低周波音は，人の感覚
閾値が高く（感じ難く），可聴域の騒音と比べ問題にな
ることは少ないものの，家屋などの建具の共振周波数と
近いため副次的ながたつき音を生じる場合や，大きな音
圧レベルにおいては人体に対して圧迫感や耳鳴りなどの
生理的・心理的影響を及ぼす場合がある。
　本報告では，試験的に営業速度を上回る高速で明かり
区間を列車が通過した際に，沿線で観測される低周波音
の測定結果を，模型実験の結果と比較しながら分析し，
その一般的な特性を述べた。沿線においては，構造物の
種別や通過する列車速度，観測点までの距離などによっ
て支配な音源は異なっていたが，列車速度が300km/h
を超えるような高速列車に関しては，空力的な要因によ
る低周波音の低減が重要になると考えられる。

（鉄道総研報告，2009年7月号）
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